










































Yにおいて実施されている EPA介護士候補者 Aと外国人介護士の担当者である施設 Yの
職員 Bの交換ノートの一部である。これは Aを含めた施設 Yの EPA介護士候補者らが一
日の仕事内容などを記入し、職員 Bがコメントを付記するというものである。











































































































































































・活動期間：2011年 6月 7日～ 7月 15日の 5週

















ユニット 活動内容 所要時間 活動日
1







②①で使用した PCの内容について意見交換 60分 7/5
3 ユニット 1、2の振り返り 60分 7/15
3–3．分析方法について






































































































段階 1： 他施設から提出された PCの一つ（資料 8、巻末資料 2参照）についての内容
理解。
段階 2： その内容について、予め日本語教師が指定した論点（巻末資料 2参照）を基に
話し合い。




























































































































































































































































































































































平成 23年 5月 18日 
厚生労働省職業安定局派遣・有期労働対策部外国人雇用対策課
　政府は、「経済連携協定（EPA）に基づくインドネシア人及びフィリピ ン人看護師・
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す。はっきりいうと 1年たっても日本語 3級程度にならない候補生は 3年以内での合
格のみこみはまったくありません。
［http//search.e-gov.go.jp/servlet/Public?CLASSNAME=PCMMSTDETAIL&id=







































 14 EPA介護士候補者は 3年の実務経験を経て 4年目に介護福祉士国家試験を受験する。
 15 筆者は、医院 Zに配属が予定されていた EPA看護師候補者の受け入れ前の日本語教育を担当し
た経験があるが、医院 Zに配属された候補者のうち一名はすでに帰国しており、ここではその
ことを前提に話を進めている。
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